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「
思
ひ
出
」

　
け
ふ
ま
で
創
作
集
が
五
册
出
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
主
に
お
願

ひ
し
て
、
一
册
か
ら
一
篇
づ
つ
拔
き
取
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
つ
た
。

「
思
ひ
出
」
は
、
昭
和
七
年
に
書
い
た
。
二
十
四
歳
で
あ
る
。
自
分
を
、

「
い
い
子
」
に
し
な
い
や
う
に
氣
を
つ
け
て
書
い
た
。
そ
の
翌
年
、
「
海
豹
」
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と
い
ふ
同
人
雜
誌
に
三
囘
に
わ
け
て
連
載
し
た
。

　
こ
れ
は
、
砂
子
屋
書
房
版
「
晩
年
」
の
中
に
編
入
さ
れ
て
在
る
。
「
晩
年
」

は
、
私
の
第
一
創
作
集
で
あ
る
。
な
る
べ
く
、
併
讀
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」

「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
は
、
昭
和
十
年
に
書
い
た
。
二
十
七
歳
で
あ
る
。

　D
as G

em
eine 

は
、
通
俗
性
の
意
で
あ
る
。
人
の
心
の
奧
底
に
必
ず
、
巣

食
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
同
年
、
文
藝
春
秋
に
發
表
し
た
。
こ
れ
は
、
新

潮
社
版
「
虚
構
の
彷
徨
」
の
中
に
編
入
さ
れ
て
在
る
。
あ
ま
り
賣
れ
な
か
つ

た
や
う
で
あ
る
。
出
版
部
の
長
沼
さ
ん
も
、
氣
の
毒
が
つ
て
居
ら
れ
た
。
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「
二
十
世
紀
旗
手
」

「
二
十
世
紀
旗
手
」
は
、
昭
和
十
一
年
に
書
い
た
。
苦
し
ま
ぎ
れ
に
書
い
た
。

む
き
な
も
の
も
、
こ
も
つ
て
在
る
と
思
ふ
。
翌
年
度
の
、
改
造
新
年
號
に
發

表
し
た
。

　
こ
れ
は
、
版
畫
莊
文
庫
「
二
十
世
紀
旗
手
」
の
中
に
編
入
さ
れ
て
在
る
。

當
時
、
私
に
就
い
て
の
惡
評
を
意
と
せ
ず
、
私
の
創
作
集
を
默
つ
て
出
版
し

て
く
れ
た
版
畫
莊
主
人
の
厚
意
は
、
い
ま
も
忘
れ
て
ゐ
な
い
。

「
新
樹
の
言
葉
」

「
新
樹
の
言
葉
」
は
、
昭
和
十
四
年
に
書
い
た
。
か
ら
だ
も
丈
夫
に
な
つ
た
。

す
べ
て
新
し
く
出
發
し
直
さ
う
と
思
つ
て
書
い
た
。
言
ふ
は
易
く
、
實
證
は
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な
か
な
か
困
難
の
樣
子
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
竹
村
書
房
版
「
愛
と
美
に
つ
い
て
」
の
中
に
編
入
さ
れ
て
在
る
。

「
愛
と
美
に
つ
い
て
」
に
は
、
五
つ
の
創
作
が
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
五
篇

と
も
、
ど
の
雜
誌
に
も
發
表
し
な
い
で
、
い
き
な
り
單
行
本
と
し
て
出
版
し

た
の
で
あ
る
。
前
例
の
少
い
事
と
思
ふ
。
私
の
わ
が
ま
ま
を
許
容
し
て
、
そ

の
や
う
な
冒
險
を
敢
へ
て
し
て
く
れ
た
竹
村
書
房
主
に
、
あ
ら
た
め
て
禮
を

言
ひ
た
い
。

「
富
嶽
百
景
」

「
富
嶽
百
景
」
は
、
昭
和
十
四
年
に
書
い
た
。
ス
ケ
ツ
チ
の
連
續
で
あ
る
。

同
年
、
純
文
藝
册
子
、
「
文
體
」
に
二
囘
に
わ
け
て
發
表
し
た
。
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こ
れ
は
、
砂
子
屋
書
房
版
「
女
生
徒
」
の
中
に
編
入
さ
れ
て
在
る
。
砂
子

屋
書
房
の
山
崎
さ
ん
に
は
、
第
一
創
作
集
の
時
か
ら
、
實
に
世
話
に
な
つ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
之
等
、
五
つ
の
小
説
は
、
決
し
て
傑
作
で
は
無
い
。
け
れ
ど
も
、
「
思
ひ

出
」
と
い
ふ
標
題
を
打
つ
て
、
一
本
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
自
ら
ま
た
別
の

感
慨
も
湧
く
の
で
あ
る
。
き
の
ふ
迄
の
、
三
十
年
の
生
涯
の
、
冗
談
で
な
い

思
ひ
出
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

「
餘
瀝
　
近
事
片
々
」
（
「
正
直
ノ
オ
ト
」
「
春
晝
」
「
市
井
喧
爭
」
「
酒

ぎ
ら
ひ
」
「
困
惑
の
辯
」
「
知
ら
な
い
人
」
「
心
の
王
者
」
「
鬱
屈
禍
」
）

　
以
上
の
五
篇
の
創
作
に
て
、
私
の
こ
れ
ま
で
歩
い
て
來
た
經
過
の
、
だ
い
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た
い
は
、
推
察
し
て
い
た
だ
け
る
事
と
思
ふ
。
け
れ
ど
も
今
こ
の
五
篇
の
み

を
纏
め
て
一
本
と
し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
う
や
ら
枚
數
に

於
い
て
不
足
の
樣
子
で
あ
る
か
ら
、
卷
末
に
、
餘
瀝
と
し
て
、
昨
年
四
月
か

ら
、
今
年
三
月
に
い
た
る
間
の
、
時
々
刻
々
の
隨
筆
を
五
六
、
附
加
し
た
。

そ
の
後
の
作
者
の
消
息
も
、
わ
か
る
事
と
思
ふ
。
氣
輕
く
、
讀
ん
で
み
て
下

さ
い
。

　
私
の
仕
事
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。

　
　
昭
和
十
五
年
四
月
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